
2022 年１２月２５日 クリスマス礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■めさめてたたえまつれ（１，３節）（聖歌７４） 
①めさめて たたえまつれ あがなわれし み民よ  

あめなる みざをくだり 人のかたちを とりて  
神のみ子 イェスきみの 生まれまししは 今日ぞ  

 
③たえなる 歌の声は 空に ひびきわたりぬ  

いと 高きところには みさかえ み神にあれ  
地にやすき イェスきみに めでらるる 民にあれ 

 
 
■Christmas is a time to love（１，２）  
※クリスマス 神さまの 愛のおくりもの 

クリスマス 神さまの 愛のおくりもの 
 
①思い描いた いろんなこと うま手くいかなくっても 

思い出してね クリスマスは愛のおくりもの 
 
②心と心 すれちがって 悲しくなるときにも 

思い出そうよ クリスマスは愛のおくりもの 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
■交読 詩篇８９篇１９節～２９節 
19 あなたはかつて 幻を通して 

あなたにある敬虔な者たちに告げられました。 
「わたしは 一人の勇士に助けを与え 
民の中から一人の若者を高く上げた。 

20 わたしは わたしのしもべダビデを見出し 
わたしの聖なる油で 油を注いだ。 

21 わたしの手は彼とともにあって揺るがず 
わたしの腕も彼を強くする。 

22 敵が彼に害を加えることはなく 
不正な者も彼を苦しめることはない。 

23 わたしは彼の前で彼の敵を打ち砕き 
彼を憎む者を打ち破る。 

24 わたしの真実とわたしの恵みは 彼とともにあり 
わたしの名によって 彼の角（つの）は高く上げられる。 

25 わたしは彼の手を海の上に 
彼の右の手を川の上に置く。 

26 彼はわたしを呼ぶ。 
『あなたはわが父 わが神 わが救いの岩』と。 

27 わたしもまた 彼をわたしの⾧子 
地の王たちのうちの最も高い者とする。 

28 わたしの恵みを 彼のために永遠に保つ。 
わたしの契約は 彼にとって確かなものである。 

29 わたしは 彼の子孫をいつまでも 
彼の王座を天の日数（ひかず）のように続かせる。 

 
 



■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
■聖書朗読 マタイの福音書２章１～１２節 
１ イエスがヘロデ王の時代に、ユダヤのベツレヘムでお生まれになったと

き、見よ、東の方から博士たちがエルサレムにやって来て、こう言った。 
２ 「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。

私たちはその方の星が昇るのを見たので、礼拝するために来ました。」 
３ これを聞いてヘロデ王は動揺した。エルサレム中の人々も王と同じで

あった。 
４ 王は民の祭司⾧たち、律法学者たちをみな集め、キリストはどこで生

まれるのかと問いただした。 
５ 彼らは王に言った。「ユダヤのベツレヘムです。預言者によってこう書

かれています。 
６ 『ユダの地、ベツレヘムよ、 

あなたはユダを治める者たちの中で決して一番小さくはない。 
あなたから治める者が出て、 
わたしの民イスラエルを牧するからである。』」 

７ そこでヘロデは博士たちをひそかに呼んで、彼らから、星が現れた時
期について詳しく聞いた。 

８ そして、「行って幼子について詳しく調べ、見つけたら知らせてもらい
たい。私も行って拝むから」と言って、彼らをベツレヘムに送り出した。 

９ 博士たちは、王の言ったことを聞いて出て行った。すると見よ。かつ
て昇るのを見たあの星が、彼らの先に立って進み、ついに幼子のいると
ころまで来て、その上にとどまった。 

10 その星を見て、彼らはこの上もなく喜んだ。 
11 それから家に入り、母マリアとともにいる幼子を見、ひれ伏して礼拝

した。そして宝の箱を開けて、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。 
12 彼らは夢で、ヘロデのところへ戻らないようにと警告されたので、別

の道から自分の国に帰って行った。 



■あまつ御使いよ（１，４節）（聖歌９２） 
①あまつ みつかいよ 地のもろたみに 

｢メシヤ きたりぬ｣と いざ つげわたれ  
ゆきて おがまばや 王なる イェスを 

 
④聖徒が 夜(よ)も日も 祈り待ちし主  

みずや たちまちに あまくだりしを  
ゆきて おがまばや 王なる イェスを 

 
 
 
■頌栄 聖歌３７７「すべてのめぐみの」 
 すべての恵みの もとなる御神を 
 造られしものよ いざたたえまつれ アーメン 
 


